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３．事後評価結果 

 

〇評点 

 

  Ｂ 成果がやや不足している 

 

 

〇総合評価コメント 

 

不安定な発電出力特性を有する再生可能エネルギーの大量導入を実現させるためには、電力システムにおけ

るエネルギー需給調整力を確保することが必要である。そのため、住宅エネルギー管理システム（HEMS : Home 

Energy Management System）の基本機能の改良や消費者の快適性・利便性を維持しつつ必要に応じて電力需要

を調整することができる機能の実現を目指した。約 500 世帯もの HEMS 実データを多大な労力を費やして客観

的分析を行い、機器モデルの改良を提案した点は評価できる。また、現在市販されている HEMS に対する受容

性や、今後 HEMS に付与されると考えられる機能に対する受容性等について広範なインターネット調査や紙面

調査により明らかにし、運用モデルの利用に資する基礎データを収集した点も評価できる。EMS の機能を決定

するにあたり、需要家の行動をどの程度組み入れたものにするかは非常に重要である。ただし、エネルギー需

給を安定化させるために HEMS を活かした電力システムのあり方について具体的な提言にまで至らなかったの

は大変残念である。理論的な解析が少ないことにより定性的な議論に留まっているため、今後は統計学理論を

導入した定量的な分析を進めることが望まれる。 


